
 

●働き方に関する意識調査（個人請負）（ディスカッションペーパー05-011） 

 

 この調査は厚生労働省職業安定局の要請を受け、今後の雇用政策の企画立案にむけて基礎的な

情報を収集するために計画されたものです。とくに断りの無い限り、2004 年 10 月現在の状況に

ついてご記入ください。ご協力お願いいたします。 

 

Q1 あなたの就業形態は以下のどれですか。（ひとつだけ） 

1. 会社組織の従業員または従業員を雇っている個人事業主 

2. 従業員を雇っていない個人事業主 

3. 働いていない 

 

Q2 現在の業務における主な顧客は、次のどれに当てはまりますか。（ひとつだけ） 

1. 個人 

2. 企業 

 

Q3 過去の１年間の事業収入は何社の業務委託に頼っていますか。 

1. 1~5 社の企業 

2. 6 社以上の企業 

 

Q4 現在の主な業務内容は、次のどれにあてはまりますか。（ひとつだけ） 

1. データ入力系 

（データ入力・処理・校正、テープリライト） 

2. 印刷出版系 

（ライター・執筆、編集、構成、DTP、イラストレーター、フォトグラファー） 

3. デザイン・設計系 

（グラフィックデザイン、建築設計、機械設計、CAD オペレーター） 

4. システム開発系 

（サーバ導入・運営、システム開発・保守、SE/プログラム/開発、PCサポート） 

5. ウェブデザイン系 

（ウェブサイト企画・製作・運営、CG、デジタルコンテンツ製作） 

6. 販売・マーケティング系 

（ネット通信販売・卸売業、市場調査、モニター、商品企画、営業、イベント企画） 

7. コンサルタント系 

（会計士、税理士、弁護士などの専門資格者、経営コンサルタント、調査） 

8. 教育系 

（個人教授、講師、インストラクターなど） 

9. レジャー・娯楽系 

（カメラマン、音楽製作、音響照明、画家、スポーツ選手、俳優） 

10. 製造・組み立て系 

（家内工業、内職） 

11. その他 （具体的に：      ）   

 

Q5 前の設問でお答えになった、あなたのお仕事の業務内容は、季節によって売上高に変動があ 

りますか。 

 1. 変動が激しい  2. ある程度の変動がある  3. ほとんど変動しない 



 

Q6 あなたのお仕事の業務内容についての“専門性”と“独自性”についてあてはまるものをお

選びください。 

【注：事業の「独自性」とは、専門性を要しないが、個人独自の市場情報、先見の目、またはビジネス

センスで他の業者が提供していないサービスを提供していることを指します。】 

1. 専門性と独自性を兼ねている 

2. 専門性はあるが、独自性はあまりない  

3. 独自性はあるが、専門性はあまりない  

4. 専門性も独自性もない  

 

Q7 前の設問でお答えになった、現在の業務に関する専門的な知識や技能をどこで身に付けまし

たか。（いくつでも） 

1. 前の職場で同僚または上司に教えてもらった 

2. 前の勤務先の技能研修制度を利用して身に付けた 

3. 業務委託元の企業が主催した研修プログラムを通じて身に付けた 

4. 国の教育給付訓練制度を利用して、学校などの教育機関を通して身に付けた 

5. 自費で学校などの教育機関を通して身に付けた 

6. 通信教育・独学で習得した 

7. その他 

 

Q8 現在の業務をメインの職業として行うようになったのは、いつでしたか。 

 1. 約半年前   2. 約１年前    3. 約 2 年前    4. 約 3 年前 

 5. 約 4~5 年前  6. 約 6~10 年前  7. 約 11~20 年前  8. 21 年以上前 

 

Q9 業務開始のための準備期間を除いて、現在の業務を始める直前は、何をしていましたか。（ひ

とつだけ） 

1. 正社員（兼業をしていた） 

2. 正社員（兼業をしていなかった）  

3. 契約社員   

4. 派遣社員   

5. 別の業務の経営者 

6. パート・アルバイト 

7. 家族従業員 

8. 家事手伝い  

9. 内職  

10. 専業主婦・無職 

11. 学生 

12. 失業（企業の都合によるもの） 

13. 失業（自分の都合によるもの） 

14. その他  

 

Q10 前の設問でお答えになった、「今の業務を始める直前」の状態はどのくらい続いていまし

たか。（業務開始準備期間を除く） 

 1. 3 ヶ月未満     2. 3 ヶ月~6 ヶ月未満  3.  6 ヶ月~1 年未満 

 4. 1 年~2 年未満    5. 2 年~5 年未満    6. 5 年~10 年未満  7. 10 年以上 

 



 

Q11 現在の業務を開始するまでの準備活動に、どのくらいの時間をかけましたか。 

 1. 3 ヶ月未満     2. 3 ヶ月~6 ヶ月未満   3. 6 ヶ月~1 年未満 

 4. 1 年~2 年未満     5. 2 年以上 

 

Q12 学校を卒業してから現在の業務を始めるまで、失業（職を探しましたが見つからなかった）した

期間がありますか。（１つに○） 

1. 失業した期間がなかった   2. 失業した期間があった 

 

Q13 失業した期間はどのくらいでしたか。 

【注：数回にわたって失業した場合、その中で最も長かった期間を記入してください。】 

 1. 3 ヶ月未満    2. 3 ヶ月~6 ヶ月未満   3. 6 ヶ月~1 年未満 

 4. 1 年~2 年未満   5. 2 年~5 年未満     6. 5 年以上 

    

Q14 現在のお仕事を選んだ理由は何ですか。（いくつでも） 

1. 収入を得たかったから 

2. 家庭と仕事を両立できるから 

3. 自分の生活スタイルに合わせて自由に仕事がしたかったから 

4. 事業経営に興味があったから 

5. 仕事を依頼されたから 

6. 社内業務がアウトソーシングされたから 

7. 前の勤務先が倒産したもしくは倒産しそうだったから 

8. 自分のアイデアや技術を実践したかったから 

9. いままでの経験・知識や資格をいかしたかったから 

10. 家業を維持したかったから 

11. 正社員になるためのステップアップにしたかったから 

12. 他に適当な勤め先がなかったから 

13. その他（具体的に：                    ） 

 

Q15 先ほどお答えになった動機の中で、最後の決め手となったのはどれですか。（ひとつだけ） 

1. 収入を得たかったから 

2. 家庭と仕事を両立できるから 

3. 自分の生活スタイルに合わせて自由に仕事がしたかったから 

4. 事業経営に興味があったから 

5. 仕事を依頼されたから 

6. 社内業務がアウトソーシングされたから 

7. 前の勤務先が倒産したもしくは倒産しそうだったから 

8. 自分のアイデアや技術を実践したかったから 

9. いままでの経験・知識や資格をいかしたかったから 

10.  家業を維持したかったから 

11.  正社員になるためのステップアップにしたかったから 

12.  他に適当な勤め先がなかったから 

13. その他（具体的に：                ） 

           

 

 



 

Q16 過去１年間における主な収入源は何社の業務委託に頼っていますか。 

 1. 1 社のみ    2. 2 社  3. 3 社以上 

 

Q17 どのようなところが主な業務委託元ですか。（3 つまで） 

1. 独立する前の勤務先 

2. 独立する前の取引先 

3. 家族・友人・知人 

4. 独立後営業活動を通じて得られた顧客 

5. 仲介機関を通して紹介された顧客 

6. 雑誌、新聞などでの広告によって獲得した顧客 

7. その他 

 

Q18 業務委託元は毎年、変わりますか。 

 1. すべて変わる    2. 大半変わる   3. 半分変わる  4. 尐し変わる 

 5. ほとんど変わらない 6. どちらともいえない 

 

Q19 昨年の売上高の実績額はおいくらですか。（今年から事業を始めた方は、「0」と記入してく

ださい。） 

約（    ）万円 

 

Q20 今年の売上額は昨年の実績額に比べ、どのくらいの増加または減尐が見込まれていますか。 

1. 大幅な増加   2. 小幅な増加   3. 殆ど変わらない  4. 小幅な減尐   

5. 大幅な減尐   6. どちらともいえない 

 

Q21 最大の発注元の業務に係る諸経費の取扱いはどのようになっていますか。 

 1. すべて自己負担       2. 大半は自己負担  

 3. 大半は業務委託元負担    4. すべて業務委託元負担 

 

Q22 最大の発注元について、決まった時間に指定された場所に出社する必要はありますか。 

 

 1. 殆ど毎回     2. よくある  3. たまにある   

4. ほとんどない  5.  全くない 

 

Q23 最大の発注元の委託業務は、どの程度まであなたご自身の裁量によって行われていますか。

（ひとつだけ） 

 1. 完全に自分の裁量によって業務が行われている 

2. 基本的な方向について委託元の同意を得れば、後はほとんど自分が決めることができる 

3. 委託元の指示をしばしば受ける必要があり、自分自身で決められる範囲が限られている 

4. つねに委託元の指示を受ける必要があり、自分自身が決められる範囲はほとんどない 

 

Q24 最大の発注元は以下のような教育訓練の機会をあなたに提供していますか。（いくつでも） 

1. 社内研修の機会 

2. 社外研修の機会 

3. 自己啓発への援助 

4. とくにない 



 

Q25 最大の発注元に関する委託業務をめぐって、これまでに以下のようなトラブルは起きたこ

とがありますか。（いくつでも） 

1. 仕事の発注量に関するトラブル 

2. 仕事の納期に関するトラブル 

3. 仕事の出来具合に関するトラブル 

4. 報酬の支払に関するトラブル 

5. 仕事の指示とその解釈に関するトラブル 

6. とくにトラブルは起きた事がない 

7. その他 （具体的に：                 ） 

 

Q26 週平均で合計何時間働いていますか（副業に従事した時間を含む）。 

   【例：1 日 8 時間労働を合計 5 日間行なった場合は、“40”と記入してください】 

（   ）時間 

   

Q27 以下に挙げる“現在の業務請負の仕事の満足度”についてそれぞれお答えください。 

 

  大変満足してい

る 

まあまあ満足し

ている 

あまり満足して

いない 

まったく満足し

ていない 

収入の安定性     

収入の多さ     

自由度・非拘束度     

やりがい     

 

Q28 仕事をする場所は主に下記のどれですか。（ひとつだけ） 

1. 自宅の 1 室（居住用として作られているもの） 

2. 自宅に設けた店舗、事務所または作業場 

3. 自宅とは別に設けた店舗、事務所または作業場 

4. 受注先の企業が提供した場所 

5. その他   

 

Q29 現在の仕事に限らず、何歳まで働きつづけるつもりですか。以下の選択肢から最もあなた

の理想に近い退職年齢を選んでください。（ひとつだけ）     

1. 50 歳 

2. 55 歳 

3. 60 歳 

4. 65 歳 

5. 70 歳 

6. 75 歳 

7. 生涯にわたって働きつづけたい 

8. できれば今すぐでも退職したい 

9. とくに考えたことがない 

 

 

 



 

Q30 仮に、高リスクの伴う高収入の仕事を始めないかとの誘いがあって、ご自身もその仕事を

始める条件が揃っている場合、あなたは次のどの行動をとりますか。（ひとつだけ） 

1. チャンスを逃したくないから、すぐにでもやってみたいと思う 

2. 家族や友達と相談した上、慎重にやってみたいと思う 

3. とくにやってみようと思わないが、絶対やらないとも限らない 

4. 絶対やらない 

 

Q31 現在の業務請負のほか、アルバイトなどの兼業（副業）をしていますか。 

1. していない  2.  定期的にしている   3.  たまにしている 

 

Q32 現在、転職または転業したいとお考えですか。（ひとつだけ） 

1. 正社員または公務員になる事を検討している 

2. パート、アルバイト、派遣社員など正社員以外の就職を検討している 

3. 別の業種の「個人請負」業務を始めることを検討している 

4. 転職・転業を検討していない 

 

Q33 次に挙げる資格や技能のうち、すでに取得しているものはありますか。（いくつでも） 

1. 簿記１級      2. 税理士     3. 公認会計士  4. 中小企業診断士  

5. 行政書士      6. 弁護士      7. 司法書士     8. 社会保険労務士 

9. 弁理士          10. 一般旅行業取扱主任者       11. 測量士  

12. 1 級建築士       13. 土地家屋調査士               14. 宅地建物取引主任者  

15. 不動産鑑定士      16. 情報処理技術者        17. 英検２級以上/TOEIC600 点以上 

18. 調理師            19. 管理栄養士・栄養士           20. 介護福祉士  

21. 社会福祉士        22. 臨床心理士                  23. カウンセラー  

24. 医師             25. 看護師                      26. 薬剤師  

27. 消費生活アドバイザー・ファイナンシャルプランナー   

28. その他の資格       29. 資格をもっていない 

 

Q34 前の設問でお答えになった資格や技能を取得するために、国や業務委託元から何らかの支

援を受けていましたか。（いくつでも） 

1. とくに支援をうけていなかった 

2. 業務委託元から費用の一部もしくは全部を助成してもらった 

3. 国の教育給付金制度を利用した 

4. 資格をもってないのでわからない 

 

Q35 業務委託元の会社または個人は、あなたにどのような福利厚生を提供していますか。 

 （いくつでも） 

1. 住宅支援（住宅手当、住宅融資など） 

2. 健康診断 

3. 医療費の補助 

4. 交通費の補助（通勤手当など） 

5. 文化・体育・娯楽施設・保養所などの無償もしくは割安の利用 

6. 能力開発支援（資格取得支援、留学支援など） 

7. その他  

8. ひとつもない 



 

Q36 あなたの性別は次のどれですか。 

1. 男性    2.  女性 

 

Q37 あなたの健康状況についておしらせください。 

 1. おおむね健康    

2. ときどき病気になる  

3. 定期的に通院している（治療中）  

 

Q38 配偶者の方の職業は以下のどれにあてはまりますか。 

【配偶者のいない方は「該当なし」を選んでください。】 

1. 民間企業の正社員 

2. 公務員・準公務員 

3. 派遣社員 

4. 契約社員 

5. パート・アルバイト 

6. 自営業主 

7. 家族従業員 

8. 無職 

9. 失業 

10. その他 

11. 該当なし 

 

Q39 一番下のお子さんの年齢はおいくつですか。 

【お子さんのいない方は、「該当なし」を選んでください。】 

1. 3 歳未満   

2. 3 歳~6 歳未満  

3. 6 歳~12 歳未満  

4. 12 歳~18 歳未満  

5. 18 歳以上 

6. 該当なし 

 

Q40 現在同居して生計をともにしているご家族（あなた自身を除く）は何人いますか。 

1. 0 人   2.  1 人   3.  2 人   4. 3 人   5.  4 人    

6.  5 人   7.  6 人   8. 7 人    9. 8 人   10. 9 人  11. 10 人以上 

 

Q41 あなたは、現在どのような住居にお住まいですか。 

1. ご自身または配偶者の方が購入した持家 

2. 相続または贈与によって取得した持家 

3. 同居している親または親族の家 

4. 民間の賃貸マンション・アパート・借家 

5. 公団公営の賃貸アパート 

6. 官舎、社宅 

7. その他   

 

 



 

Q42 あなたと配偶者の方の年齢を教えてください。 

【配偶者がいない場合、配偶者の方の年齢を「該当なし」としてください。】  

 ご本人 配偶者の方 

20～24 歳   

25～29 歳   

30～34 歳   

35～39 歳   

40～44 歳   

45～49 歳   

50～54 歳   

55～59 歳   

60～64 歳   

該当なし   

 

Q43 あなたと配偶者の方の最終学歴を教えてください。 

【配偶者がいない場合、配偶者の方の学歴を「該当なし」としてください。】  

 ご本人 配偶者の方 

中学卒   

高校卒   

短大・高専卒   

大学卒   

大学院卒   

該当なし   

 

Q44 あなたの世帯およびご本人における、昨年１年間の税込み所得は合計していくらぐらいで

したか。 

 世帯全体 ご本人 

100 万円未満   

100～200 万円未満   

200～300 万円未満   

300～400 万円未満   

400～500 万円未満   

500～600 万円未満   

600～700 万円未満   

700～800 万円未満   

800～1000 万円未満   

1000～1500 万円未満   

1500～2000 万円未満   

2000 万円以上   

 

Q45 あなたの収入だけでも、ご一家の生計を立てるのに十分ですか。 

1. 余裕がある       2.  余裕はないが、十分といえる 

3.  やや不十分       4.  大変苦しい 


